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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
態
と
迅
速
な
被
害
救
済
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
決
め
手
と
し
て
、
二
〇
二
三
年
度
末
ま
で
を
特
例
臨
時
接
種
期
間
と
す
る
大
規
模
な

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
（
以
下
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
）
接
種
が
行
わ
れ
た
。
感
染
症
関
連
法
令
等
の
改
正
に
よ
り
、

二
〇
二
三
年
五
月
八
日
に
は
二
類
か
ら
五
類
へ
移
行
し
、
二
〇
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
は
高
齢
者
を
中
心
に
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
や
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
同
様
、
予
防
接
種
法
上
は
定
期
接
種
Ｂ
類
型
（
努
力
義
務
な
し
）
と
し
、
他
の
世
代
に
つ
い
て

は
任
意
接
種
と
な
っ
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
接
種
の
科
学
的
根
拠
、
今
後
の
接
種
体
制
、
副
反
応
被
害
の
報
告
と
認
定
制
度
に
つ
い
て
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

子
ど
も
へ
の
接
種
に
つ
い
て 

 
 

二
〇
二
二
年
二
月
十
六
日
、
厚
生
労
働
省
は
五
歳
か
ら
十
一
歳
の
子
ど
も
に
つ
い
て
も
、
努
力
義
務
を
課
し
て
接
種
勧
奨

を
行
っ
た
。
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
五
類
へ
の
移
行
後
も
二
〇
二
四
年
三
月
十
八
日
時
点
で
の
子
ど
も
へ
の

接
種
は
小
児
の
一
、
二
回
目
が
二
割
強
、
乳
幼
児
は
四
％
台
と
な
っ
て
い
る
。 

 

１ 

接
種
勧
奨
当
時
と
五
類
移
行
後
の
今
日
、
子
ど
も
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
動
向
と
接
種
勧
奨
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う

な
基
準
で
対
応
し
て
い
く
予
定
か
。 



 

２ 

 

 
２ 

小
児
と
乳
幼
児
に
つ
い
て
、
日
本
及
び
海
外
を
含
め
て
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
効
性
の
根
拠
と
な
っ
た
論
文
に

つ
い
て
、
政
府
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。
接
種
勧
奨
を
決
定
し
た
部
会
で
は
有
効
性
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

議
論
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
の
臨
床
試
験
の
結
果
や
追
跡
調
査
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

二 

妊
婦
へ
の
接
種
に
つ
い
て 

 

１ 

妊
婦
に
つ
い
て
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
の
根
拠
と
な
る
臨
床
試
験
の
結
果
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
の
添
付
文
書
に
は
、
「
妊
婦
又
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
女
性
に
は
予
防
接
種
上
の
有
益
性
が

危
険
性
を
上
回
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
の
み
接
種
す
る
こ
と
（
一
部
引
用
）
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず

二
〇
二
一
年
以
降
、
妊
婦
へ
接
種
の
努
力
義
務
を
課
し
て
接
種
勧
奨
を
行
っ
た
理
由
と
科
学
的
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。 

三 

全
世
代
へ
の
接
種
に
つ
い
て 

 

１ 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
伴
う
副
反
応
報
告
基
準
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
症
状
に
つ
い
て
明
文
化
し
た
も
の
は
な
い
。

厚
生
労
働
省
の
第
五
十
一
回
副
反
応
検
討
部
会
、
令
和
二
年
度
第
十
一
回
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
薬
事
分
科
会
医
薬
品

等
安
全
対
策
部
会
安
全
対
策
調
査
会
（
合
同
開
催
）
資
料
二
に
よ
れ
ば
、
論
点
と
し
て
「
ワ
ク
チ
ン
と
の
因
果
関
係
に
つ

い
て
評
価
が
定
ま
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
今
後
評
価
を
行
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
以
下
の
症
状
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に



 

３ 

 

報
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
別
途
通
知
等
に
よ
り
、
示
し
て
は
ど
う
か
」
と
さ
れ
、
一
般
的
に
ワ
ク
チ
ン
に
関
連
し
う
る

と
考
え
ら
れ
る
症
状
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
関
連
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
症
状
、
そ
の
他
の
症
状

と
し
て
具
体
的
症
例
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け
る
副
反
応
報
告

基
準
は
ど
の
よ
う
に
改
定
さ
れ
た
の
か
。 

 

２ 

諸
外
国
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
報
告
基
準
や
副
反
応
報
告
事
例
を
把
握
し
て
い
る
か
。 

 

３ 

承
認
・
採
用
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
、
接
種
開
始
以
来
、
添
付
文
書
が
改
訂
さ
れ
た
も
の
は
あ
る
か
。
あ
る
と
す

れ
ば
そ
の
理
由
（
根
拠
）
は
何
か
。 

四 

副
反
応
被
害
の
救
済
の
実
態
に
つ
い
て 

 
 

日
本
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
総
接
種
回
数
は
四
億
三
千
六
百
十
九
万
三
千
三
百
四
十
一
回
（
令
和
六
年
四
月
一
日

公
表
、
首
相
官
邸
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
と
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
専
門
家
に
よ
れ
ば
、
全
世
界
で
の
超
過
死
亡
は
千
七
百
万
人

と
さ
れ
、
日
本
で
も
六
十
万
人
が
死
亡
し
た
と
言
わ
れ
る
中
で
、
日
本
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
る
死
亡
認
定
数
は
五

百
二
十
三
件
（
二
〇
二
四
年
三
月
十
八
日
時
点
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。 

 

１ 

国
民
の
、
と
り
わ
け
高
齢
者
の
ほ
と
ん
ど
が
接
種
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
超
過
死
亡
の
増
加
が
報
告
さ
れ
て
い
る
こ



 

４ 

 

と
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
の
か
。 

 

２ 
超
過
死
亡
の
考
え
方
に
我
が
国
と
諸
外
国
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
差
は
あ
る
の
か
。
政
府
と
し
て
把
握
す
る
と
こ
ろ
を
示
さ

れ
た
い
。 

 

３ 

超
過
死
亡
に
つ
い
て
、
若
年
層
は
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
か
。
死
因
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
分
析
さ

れ
て
い
る
の
か
。 

 

４ 

認
定
部
会
は
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
て
い
る
の
か
。
滞
留
件
数
が
全
体
の
四
分
の
一
も
あ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
の
か
。 

 

５ 

一
つ
の
案
件
を
審
議
す
る
時
間
は
平
均
〇
・
九
分
〜
一
・
八
分
（
三
時
間
百
〜
二
百
件
の
審
査
な
ど
）
と
聞
く
が
、
事

実
か
。 

 

６ 

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
予
防
接
種
の
実
施
に
関
す
る
手
引
き
（
第
十
三
版
）
」(

令
和
四
年
十
一
月
八

日)

に
示
さ
れ
て
い
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
被
害
救
済
申
請
に
対
す
る
調
査
委
員
会
」
が
、
全
国
自
治
体
で
ど
の
よ

う
に
開
催
・
実
施
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
そ
の
実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。 

 

７ 

市
町
村
か
ら
都
道
府
県
を
経
由
し
て
国
の
認
定
部
会
に
進
達
す
る
書
類
に
、
副
反
応
検
討
部
会
の
書
類
が
含
ま
れ
て
い



 

５ 

 

る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
て
、
副
反
応
検
討
部
会
で
は
千
百
三
十
名
の
専
門
家
が
各
事
例
に
つ
い
て
二
名
一
班
で
評
価
を

し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
認
定
部
会
向
け
に
進
達
す
る
書
類
に
は
ど
の
よ
う
な
書
類
が
作
成
さ
れ
添
付
さ
れ
る
の

か
。 

五 

否
認
後
の
対
応
に
つ
い
て 

 

１ 

不
支
給
処
分
と
さ
れ
た
人
に
対
し
て
の
都
道
府
県
や
市
町
村
に
公
的
な
相
談
窓
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
か
。
設
け
ら
れ

て
い
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
程
度
活
用
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
示
さ
れ
た
い
。 

 

２ 

副
反
応
被
害
が
職
務
上
の
接
種
に
よ
る
も
の
と
認
定
さ
れ
な
け
れ
ば
労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
る
。
ど
こ
ま
で
が
職
務
上
の
接
種
に
当
た
る
か
の
明
確
な
基
準
は
あ
る
の
か
、
あ
れ
ば
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

医
療
費
・
医
療
手
当
給
付
等
を
受
け
て
い
る
当
事
者
が
、
治
癒
、
あ
る
い
は
症
状
固
定
と
の
医
師
の
診
断
に
よ
り
支
給

停
止
処
分
と
な
る
場
合
、
医
師
の
所
見
に
明
ら
か
な
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
か
。
処
分
を
不

服
と
す
る
場
合
に
は
再
度
の
証
憑
を
含
め
た
再
審
査
手
続
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
か
。
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


